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午後２時開会 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 定刻に御出席いただきま

して、ありがとうございます。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員会

を開会いたします。 

 本日の傍聴については、申し合わせに従い15名以内とし、委員長において一般傍聴者の

入室を許可します。 

（一般傍聴者１名入室） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 月岡議長は公務で、近藤

ひろひで委員のほうからは欠席という御連絡をいただいております。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 初めに、資料の配付確認をいたします。広聴会の取りまとめをした資料ナンバー10を修

正等いたしましたので、本日正式に配付いたします。当特別委員会の資料としてよろしい

ですか。 

（異議なしの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 異議なしと認めます。 

 それでは、お手元に配付いたしました議題に従い会議を進めます。 

 １、講演会についてを議題といたします。 

 講演会について補正予算を要求することに決し、９月定例会月議会で可決されました。

それでは、講演会をいつ、どこで開催するか、また、そのときの講師はどなたにするかを

協議していきます。 

 日程等については、さきの協議会及び正副委員長会で調整をしまして、11月18日土曜日

の午後２時より議会報告会を開催します。その中で第１部として、午後２時から午後３時20

分ごろまでを予定としまして、講演会を実施することでよろしいですか。 

（異議なしの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 御異議なしと認めます。 

 講師については、愛知学院大学法学部教授の小林明夫氏を予定しております。演題につ

いてはまだ仮の部分ですが、住民自治と議会、議員定数、報酬の根本にあるものと、こう

いう中身で御連絡をいただいております。まだ仮であり予定でありますので、再度教授と

今後詰めてまいりたいと思います。 

 このことについて、正副委員長に一任していただいてよろしいですか。 

（異議なしの声あり） 
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○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 御異議なしと認めます。 

 講演会後の市民の皆さんとの意見交換会を実施することにつきましてはいかがします

か。前の協議会では、講演会60分、質疑応答20分ということで皆さんと話し合いができて

おりますが、再度この委員会で確認をさせていただきます。いかがいたしますか。協議会

で確認したようでよろしいですか。 

（異議なしの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 異議なしと認めます。 

 アンケートについてはいかがしますか。協議会では実施するということで、鵜飼委員と

富永委員に案をつくっていただいて、集計は早川委員ということで前に協議会で話しまし

たが。いけませんか。 

（手伝うよの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 手伝っていただいて。そ

うですね、集計については早川委員を中心にというふうにしましょうか。皆さんに手伝っ

ていただいてと。特に正副委員長はお手伝いをいたします。 

 そういうことでよろしいですか。 

（異議なしの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 異議なしと認めます。 

 続いて、議題の２、定数・報酬におけるデメリットの解消についてを議題といたします。 

 講演会の日程等も協議、決定できました。講演会までの日程には余裕がありますので、

デメリットの解消について協議していきます。 

 資料ナンバー８を見ながら進めていきます。 

 議員定数の増、現状維持、減に各デメリットが挙げられています。また、報酬の増、現

状維持、減にも各デメリットが挙げられています。各項目ごとに議論を進めていきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 初めに、議員定数から行います。議員定数をふやした場合、現状維持の場合、減らした

場合のデメリットの解消はという順番で進めていきます。では、議員定数をふやした場合

のデメリットの解消方法についての御意見をいただきます。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） はい。 

 資料８で確認してますことは、そこに議員定数の増については、皆さん見ておっていた

だけると思いますが、４点あったと思います。 

 まず１つずつ、ちょっと４点読み上げてみます。 
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 議会費が増額する。議員一人一人の責任が曖昧になる。議会の独善という批判を受ける。

それから、議会の中で合意形成に時間がかかる。この４点であります。 

 じゃ、皆さんが考えやすいように１項目ずつ行きますよ。 

 議会費が増額する、このことについて、デメリットを解消するにはどんな方法があるで

しょうか。 

 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 報酬を削減すればいいと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほか。 

 郷右近委員。 

○郷右近 修委員 一般的なお話にはなるかもしれませんが、議会や議員として、市の予

算の適切な執行の仕方を提案し、その分を賄えるような予算状況をつくるということが必

要なんじゃないかなというふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 今、どういうふうにした

らデメリットが解消できるかなという方策もちょっと述べていただきましたが、そういう

方策等について述べていただけると、深まるかなとも思います。 

 そのほかありませんか、議会が増額するということについて。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、次の項目に行

きますよ。 

 議員の一人一人の責任が曖昧になる、この点についてはどうでしょうか。ありませんか。 

 皆さんが発言してくださらないと、次に進んでいきます。議会の独善という批判を受け

る。 

 富永委員。 

○富永秀一委員 情報をしっかり公開した上で、また要するに、市民に納得してもらえる

ぐらいの成果を見せていけば、独善だというふうには言われないのではないかということ

です。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほか。 

 今の項目についてございませんか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、次の項目に行

きます。 

 議会の中で合意形成に時間がかかる。このことについてはどうでしょう。 
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 富永委員。 

○富永秀一委員 基本的なことではありますが、先ほどの一人一人の責任が曖昧になるも

同じですけど、これはもう議員一人一人の自覚を持った行動によって防いでいくしかない

かなと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかにありませんか。 

 私が視点を申し上げるのは委員長としてなんですが、これを１項目ずつ皆さんで確認し

ていきますので、例えば議会の中で合意形成に時間がかかるということ、反対から考えて、

時間がかからないようにするにはどういう方策があるかというような、その方策という側

面で考えると、またいい案が出るかもしれません。どうでしょうね。 

 富永委員。 

○富永秀一委員 合意形成に時間がかかることが、一面で見れば確かにデメリットではあ

るんですけど、何でも早く決まればいいのかというとそうでもないと思われますので、し

っかり多様な意見を戦わせて熟議をするというふうに考えれば、必ずしもデメリットとい

う面だけではないのかなというふうにも思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほかございませんか。 

 じゃあ、今４項目で御意見をいただいておるわけですが、この４項目ひっくるめてでも

いいですし、この関連をもってでも結構ですが、何かありましたら。 

 三浦委員。 

○三浦桂司委員 そもそも議員増を考えていませんし、かつての陳情に対しても趣旨採択

だったので、そもそも考えておりません、増員は。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 静粛に願います。 

 それでは、議員定数をふやした場合のデメリットの解消についてはそれまでにして、そ

れじゃ、続けていきます。 

 議員定数を現状維持の場合のデメリット、すなわち２項目、資料８で挙がっております。

議会は改革をしていないとの評価を受ける。それから２つ目が、議会の活動が活発になる

と作業量が増すと、作業量がふえる、増だね、ごめんなさい。作業量が増となる。こうい

う２項目が挙がっておりますが、このデメリットについての解消方法、ありましたら。 

 富永委員。 

○富永秀一委員 結果だけを見ると、現状維持だった場合にそのようにとられるおそれが

あるということですけれども、どのような過程を経てこういう結論になったのかという情

報をしっかり出していくことによって、ただ最初から現状維持ありきではなくて、きちん

と議論をした上でなったんだということがわかれば、そういう評価は受けにくくなるので
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はないかなと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 今、議会は改革をしてい

ないとの評価を受けるというような、評価というところに視点を置いて、今意見があった

と思いますが、じゃ、その次の、議会の活動が活発になると作業量がふえると、作業量が

増すと、増だね、増となる。このことについてはどうでしょう。 

 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 作業量がふえることによって、議員本来の仕事をちゃんとするようにな

るのかなと思います。ですので、これがひいてはむしろ逆に改革のほうにつながっていく

のではないのかなと私は思っています。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） わかりました。 

 作業量というところに着目して何か御意見ありませんか。作業量。 

 郷右近委員。 

○郷右近 修委員 さまざまな手法や通信技術とか、そういった工夫をもって改善するこ

とというのはできる。工夫は、これから先も、そういう技術の進展とかいろんなこと、要

素があると思いますけど、可能性はあるんではないかと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ２点について見てきまし

たが、この２点をひっくるめて……。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 作業量がふえたとしても、今ネットとかＳＮＳをいろいろ使って情報

共有をしたりしているので、そういういろんな技術というか、新しい手法を使っていけば

少しは改善できるだろうというふうに思うのと、それから、作業量がふえるということが

必ず悪いということではなく、議会の活動が活発になったりすることなので、それはある

反面としては議会が機能しているということにもつながるので、ふえることは必ずしもデ

メリットではないというふうに考えてもよいかなと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ありがとうございました。 

 現状維持の場合のデメリットの解消について、今２項目というか２点について議論をし

とりますが、ほか、ありませんか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかはなしと認めます。 

 それでは続いて、議員定数を減、減らしたと言ったほうがいいのか、減らした場合のデ

メリットについてを議題といたします。 

 ３委員会定数の現状維持ができない。市民の少数意見が反映されにくくなる。多様性が
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減る。立候補できにくくなる。組織がないと、新人は立候補しにくくなる。ハードルが上

がる。区長等の意見を反映するには、地域には一定の議員が必要。一人一人の意見が大き

くなる。個々の権限が大きくなる。以上、７点についての解消法ですが、どうでしょうか。 

 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 ３常任委員会の定数、それ自体を７ではなくて減らすのか、もしくは１

委員会７人を守るのであれば、兼任せざるを得ないかな。そういうことです。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほかありませんか。 

 後藤委員。 

○後藤 学委員 委員会が必ずしも３つなければならないかということもあると思うの

で、２委員会にするとか、そういう方法も考えられるかなと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかありませんか。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 今、考えてる３つの常任委員会というだけではなくて、予算常任委員

会とか、そういったものを新たにつくることによって、常任委員会の数としては３つかも

しれないけれども、いわゆる条例の改廃を協議するような委員会とそうでない委員会と区

別することによって、定数削減の構成委員の確保というか、審議内容の充実を図るという

ことはできると思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほかありませんか。 

 じゃ、観点２つ目に行きます。市民の少数意見が反映されにくくなる。この点について

はどうでしょう。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 多分、市民の少数意見が反映されにくくなるとか、多様性が減るとか、

区長等の意見を反映するには地域には一定の議員が必要、多分関連性があるのかもしれん

ですが、人数が少なくなったことによって声が聞きにくいとなるならば、議会から、議会

広聴会とか意見交換会とか各常任委員会で所管事務の調査をするなりとか、議員の活動を

活発化して、できるだけ市民の方々の意見をくみ取るという方法を使えば解決できるんじ

ゃないかと思っております。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかにありませんか。 

 後藤委員。 

○後藤 学委員 前に読んだ江藤先生の記事の中に紹介してあったと思うんですけど、委

員会に議決権はないけども、市民委員が参加すると。市民の方を委員委嘱して、それで例

えば議案説明なんかもきちっとして、それで意見を出してもらって、それで議決のときは
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議員だけで、議決権は議員しかないので、というような方法を取り入れているところがあ

るというような紹介もありましたので、そういうこともできるかなと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほかありませんか。 

 じゃ、次の項目に行ってみます。 

 多様性が減る。このことについてはどうでしょう。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、次に行きます。 

 立候補できにくくなる。 

 この辺の項目は、全体を見て非常に関連しておる問題もあると思いますが。 

 次に行きます。 

 組織がないと、新人は立候補しにくくなる。ハードルが上がる。この辺はどうでしょう。

立候補の問題ですが。 

 近藤郁子委員。 

○近藤郁子委員 余り選挙のことには、組織とか豊明市内にあっては、組織があるとかな

いとか余り関係ないように思いますので、デメリットに上がっていることが私はないと。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） わかりました。 

 そのほかありませんか。立候補という観点から。 

 富永委員。 

○富永秀一委員 解消法ではないんですけど、今のままだと、組織がないと新人が立候補

しにくくなるということはないという意見が出たので、それはやっぱり政党の組織がある

ところもありますし、組織がないと新人が立候補しにくくなるというデメリットはないと

いうことはないと思いますという意見。解消法じゃないです。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） わかりました。 

 ほかにありませんか。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 立候補しにくいとか、新人の関係だと思うんですが、多分人数じゃなく

て、自分の人生を変えようとか、そういう部分に対しては、余り人数じゃなくて、やっぱ

り自分の気持ちの問題だと思って、余りデメリットで云々と、また違うんじゃないかなと

いうふうに思うんですが。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 １つは、選挙制度の問題にもなってしまうんですけれども、例えば知

名度のない人とか、そういった方も含めて、国政なんかだと公開討論会みたいな、ありま
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すよね。そういうような感じで、候補者の考え方とか政策を市民に伝えられるような、そ

ういった、今選挙公報が選挙の２日目、３日目ぐらいに配られますけども、そういったも

のとまた別のようなものが何かしつらえることができたら、その辺は少しはハードルは下

がるんじゃないかと、考えが伝わりやすいんじゃないかと。 

 それから、選挙公報の紙面もとても小さいですけども、例えばその紙面をもう少し大き

くすることによって、それぞれの新人とか現職とか関係なく、政策とかその人の人となり

というものをきちっと伝えることができるので、そういった工夫もできるのであれば１つ

の手段かなというふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ありがとうございました。 

 そのほかありませんか。 

 近藤郁子委員。 

○近藤郁子委員 ちょっとよくわからないんですけども、早川さんのおっしゃったことも。

自分の人生を変えるために議員には出るということもよくわからないし、そういうことで

はなくて、知名度とかいうのではなくて、それだけの皆さんに自分の活動というか自分の

意見をわかっていただいた方が市民の代表になるわけであって、自分ひとり勝手に出るの

は自由ですけれども、それで議員になるというところがちょっとよくわかりません。なの

で、それがデメリットなのかどうか、自分の人生を変えるためだけに出るのはどうなのか

と思いますけど。だからわからないです。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 早川委員。 

○早川直彦委員 立候補するということは、今までの仕事をやめるか変えるとかそれだけ

の勇気を持って出ることだと思いますので、そういう意味で人生を変えるということの説

明ですので。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 近藤郁子議員。 

○近藤郁子委員 それに対してもそうですけども、もちろん仕事もやめて議員になってい

くわけですけれども、それもちゃんと御理解をいただいて、支援があって、皆さんの代表

として自分がなり得るかどうかということぐらいもわからずに手を挙げる方というのはい

らっしゃらないと思います。よほどのこと。なので、そういった方々が当選できないのは

普通であって、済みません、山盛さんがおっしゃったように、公報で自分の意見を聞いて

いただくということも必要ですし、それを聞いていただいた上で、自分の人生を皆さんの

代表として変えてもいいかどうかということは、やはり１人だけで決めることではないと

いうふうに思います。なので、これがデメリットになるのかどうなのか、私はちょっと理

解ができません。 
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○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） この課題がデメリットに

なるかどうかということについては、ちょっと御意見、二、三点いただきましたが、次に

行きます。 

 区長等の意見を反映するには、地域には一定の議員が必要。この点についてはどうでし

ょう。 

 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 議員の仕事量をふやして、くまなくいろんなところからお話を聞いたり

とか集約すれば、このあたりは解消されるのではないかと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 ちょっと考え方なんですけれども、この文章の中には、区に特定の議

員があてがわれる的なイメージにちょっとつながるんですけれども、議会として、区や区

長さんの意見を反映するための手法というふうに今改革をしているので、一人一人の議員

がいかに区長さんや自分の在住している区民の意見を吸い上げるかではなくて、そうやっ

て考えると各区に１人ずつ必要ということになってしまうので、議会として、あるいは委

員会として、全体としていろんな区やいろんな住民の声をきちっと反映させるような、そ

ういう動き方をしていくということが一番の解決策じゃないかというふうに思っていま

す。 

 議会の、今まであった議長懇談会というのがあったんですけど、今期は開催されていま

せんけれども、改革の、条例の見直し分科会の中で、市民懇談会的な、そういった議会と

市民との、団体との懇談会というのをつくっていこうかというようなことも今話し合いを

している最中なんですけども、そういったものを大いに活用していけば、区等の意見を反

映することはできるんではないかなというふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 前のデメリットを、資料

８でデメリットを確認したときと、それから、きょうこれを再度読んでみたときにちょっ

と観点が違うというか、そういうことも今の意見の中からありましたけども、それはそれ

として意見を言っていただければいいかなというふうに思います。 

 それでは、次、行きます。 

 一人一人の意見が大きくなる。個々の権限が大きくなる。ここについてはどうでしょう。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、７項目ありま

したけども、７項目全体を通してというか、合わせて御意見がありましたらお願いいたし

ます。 
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 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 ちょっと今までの意見と重複しますけれども、委員会の問題などにつ

いては、やっぱり個々の努力もありますが、委員会の構成とかそういったものを抜本的に

見直していくという方法で相当な部分が回避できるというふうに思います。 

 それから、もう一つ大きなデメリットは、やっぱり市民や区長さんたちの意見が通らな

くなる、届きにくくなるという点だと思うので、これは本当に出向いていくか、それとも

来ていただくか、いろんな方法で直接声を聞けるような場を可能な限りふやしていくと、

そういう方法しかないというふうに思っています。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ありがとうございました。 

 それでは、次に進んでいってよろしいですか。 

 後藤委員。 

○後藤 学委員 この前陳情があったときにも言いましたけども、人口比で見ていくと、

大府市とか日進市が大体この15人に相当するくらいの人数、議員１人当たりの市民の人口

が豊明が15人にした場合とほぼ同じぐらいなんですね。既にそういうことをやっている大

府とか日進が非常に行政でも進んでいて、何も問題が起きているというふうには特に聞い

ていないので、やれるという実例があるということから、ここに書いてあることは杞憂で

あるというふうに私は思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） よろしかったかね。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 議員定数を減らした場合

のデメリットの解消法というところで７項目が上がっておりましたが、ここ、ひっくるめ

て。よろしいですか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、次に進みます。 

 では、今度は報酬の問題についていきます。 

 議員定数の増員、現状維持、削減した場合のデメリットの解消法については取りまとめ

ができましたので、次に、議員報酬について、増額、現状維持、減額した場合のデメリッ

トの解消法について協議していきます。 

 初めに、報酬を増額した場合のデメリット。 

 観点として４点あります。市の負担が重くなる。独善的と批判を受ける。報酬を目的に

する立候補者が出てくるのでは。議員を続けることが目的になる。以上４点ですが、この

点の解消方法は。 
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 郷右近委員。 

○郷右近 修委員 予算上の話でいうと、先ほどお話ししたことと共通するのですが、あ

と、議員の報酬を目的に立候補する、議員になろうとする人が出てくるという部分に関し

ては、やはり一人一人の議員や候補者の人たちについて、これは有権者の方の取り組みに

はなると思いますが、人物や人格というのがどういうものかというのをしっかり見きわめ

るような取り組みをこれまで以上に豊かに行うことによって、言い方はちょっときついん

ですけど、あぶり出されるというか、実態に迫ることはできると、そういう工夫はできる

んじゃないかなというふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） どうでしょう。市の負担

が重くなる。この点についてはどうですか。 

 ふじえ委員。 

○ふじえ真理子委員 定数増のときと裏腹になるんですが、市の負担が重くなるのを解消

するには、定数を減らす。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかに。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、次の観点。 

 独善的と批判を受ける。これちょっとあれかな。 

 後藤委員。 

○後藤 学委員 独善的というふうな批判を受けないようにするためには、こういうこと

について十分な時間をとって市民とともに学習をし、議論をすべきだと思います。最初に

そういう方針も確認がされておったと思いますが、今までの経緯を見るとそれが十分にで

きていないのは残念ですけども、対策としてはそういうことをすれば独善的という批判は

なくなると思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかに。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、次の観点にい

きますね。 

 報酬を目的にする立候補者が出てくるのでは。 

（これは仕方ない。それぞれ個人のあれだからの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 次に行ってよろしいです

か。 

（進行の声あり） 
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○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 議員を続けることが目的

になる。 

 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 極論で申しわけないです。多選禁止。多選の禁止。 

（済みませんの声あり） 

○鵜飼貞雄委員 いや、済みませんじゃなくて、極論なんでごめんなさい。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 郷右近委員。 

○郷右近 修委員 先ほど、済みません、フライングで発言してしまったんですが、これ

も共通する部分があると思うんですけれど、その議員や候補一人一人が、例えばその選挙

と選挙後の任期についてどういうテーマを持って臨もうとしているのかというところを見

きわめる、もしくはそういう発行物などを通じたことで判断ができるんじゃないかという

ふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかにどうでしょうか。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 結局、長く何期も議員をやっていても、報酬に耐え得るだけの、応え

るだけの仕事をしていれば市民は問題はないわけで、そこを今、ちょっと郷さんの意見に

も重なりますけれども、その人の任期４年間の仕事の評価というか、そういったことがし

っかり市民に伝わるような見える化を進めていけば、単なる報酬だけを目当てとして多選

するような、立候補をするようなことはしにくくなる。しても当選しづらくなるというよ

うな状況がつくれるのではないかと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 近藤郁子委員。 

○近藤郁子委員 郷さんのおっしゃったことというのはもう既に行われていて、選挙自体

がそういう市民も見きわめて投票していることだというふうに思いますので、報酬を増と

することとは直接関係なく、デメリット解消とかということとはちょっと違うような気が

します。もう既に選挙で見きわめ、多選されていらっしゃる方も、それは多選されるとい

うことは市民から認められているということだというふうにしか取りようがないというふ

うに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほかありませんか。 

 じゃ、次に行きますが、よろしいですか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） じゃ、報酬を現状維持と

した場合のデメリット。これは、観点として議会が変化したとの印象を与えられない。そ
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れから、金額で現状維持になると人事院勧告も否決せざるを得ない。この２点が上がって

おります。どうでしょう、この点についての解消方法。 

 議会が変化したとの印象を与えられない。この点についてはどうですか。 

 後藤委員。 

○後藤 学委員 先ほどの意見とほとんど同じことですけども、これも議会が市民と十分

共に学び、共によく話し合って決めるという手続を踏めば、そういうことはないだろうと

いうふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） じゃ、次の観点。 

 金額で現状維持になると、人事院の勧告も否決せざるを得ない。この点についてはどう

でしょう。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 今の私たちの報酬や期末手当の上限を据え置くような、今期中はとい

うふうな一応期限を区切って、今条例を議会みずから提案しているので、来期のことだと

いうふうに考えると、人事院勧告に従った条例の報酬額、期末手当に戻るというか、なる

ので、今後も議会みずから下げるというのかな、引き上げしないということを決定しない

限り人事院勧告を否定するようなことは起こらない。だから、みずから減額を提案するか

しないかというところにこのデメリットの解消が可能か不可能かがかかっているというふ

うに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そのほか、ありませんか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、次に進めます。 

 報酬を削減した場合のデメリット。何項目あるのかな。次、全部ここ、読んでみますね。

有能な人の参画がしにくくなる。議会のアマチュア化や深い調査ができない。経済的な問

題から不正を働く可能性がある。モチベーションが下がる。多様な人が議員になるチャン

スが減る。意見を反映させたり、チェックする議会の力が落ちる可能性がある。資金力が

ないと議員になりにくくなる。以上８項目ありますが、１つずつ見ていきます。 

 有能な人の参画がしにくくなる。どうでしょう。 

 近藤郁子委員。 

○近藤郁子委員 いろんなところで優秀な人に議員にならないかというお声がけをしてい

らっしゃる方ももちろんたくさん、いろんなところでお見受けしますけれども、企業に勤
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めていたら、優秀な方は優秀なりの評価があって、どんどんともちろんモチベーションが

上がるようなことも含めて、収入が上がってまいります。それが議員だと上がることもな

く、４年ごとに保証もなくということで、家族の反対にあう方が多いというふうにも聞い

ていますので、ちょっと難しいかなというふうに思います。減にするときはそういうふう

になるので、ごめんなさい、だから、解消というのはなかなか難しいと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 似たような発言ですけど、この報酬減の場合のデメリットに関しては、

総括してこれを解消する方法ってなかなか見つからないんじゃないかなと私は思っており

ます。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 早川委員。 

○早川直彦委員 有能な人の参画がしにくくなると議会のアマチュア化や深い調査ができ

なくなるとか、資金力がないと議員になりにくくなるとか、ほかの部分も多分重複すると

思うんですが、私もサラリーマン20年やっていましたので、サラリーマンのときと比べる

と今はというとなかなか難しいところもあるんですが、平均的にすれば、議員の報酬を下

げれば二足のわらじをはかなきゃ生活ができないと。幾ら報酬とは言いながらも生活はし

なきゃいけないから、報酬という名の生活給には当然充てなきゃいけなくなるのも当然あ

るし、だから、最低限やっぱり報酬といえども生活はしなきゃいけない部分、また、家族

もいれば家族も養っていかなきゃいけない部分もありますので、デメリットを解消するに

はといったら、最低限、現状維持は必要じゃないかというふうになると思うんですが。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 郷右近委員。 

○郷右近 修委員 ちょっと趣旨がずれるかもしれないんですけれど、議員の活動に必要

な部分についてはですけれど、さまざまな後援会などの政党の活動でなくても、そういっ

た支援者の方の理解を得て活動に必要な費用の捻出を努力できる点はあるとは思うんです

が、ただそれは、例えば議会とか議員、そして公的な保障の工夫としているわけではなく、

個々の努力になるので、それをちょっと、解消法と言えるかどうかはちょっとわからない

んですが、一応実態としてはそういう中身もなくはないというのは、ちょっとお話してお

こうと思いました。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 手を挙げていますか。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 なかなかこれは皆さんの賛同が得られないということも承知の上で策

としてだけ申し上げますが、政務活動費の、額を下げた分そちらのほうを上乗せすると。

使途とか、それから成果を正しく公表しなければならないところにたくさん市民からの税
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金を充てて、それ以外のところを、もし減らすんであれば、活動の影響が出ないようにす

るためには、そういう方法もないわけではない。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 富永委員。 

○富永秀一委員 今まさにちょうど山盛委員と同じようなことを申し上げようと思ってい

たんですが、要するに、２つ目の中の深い調査ができないという部分に関してだけ言うと、

政務活動費を上げればその調査はできるようになるという、補完する形として、そういう

ものはあり得るということです。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 今、２項目めの議会のア

マチュア化や深い調査ができないというところにもちょっと入っておりますが、この点に

ついてはどうでしょうか。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 対応策としては、経済的な問題から不正を働く可能性があると、余り

考えていないけど、とりあえず皆で頑張って挙げた項目なのであれですが、政治倫理条例

とかを明確にしていって、そういったことを規制するあるいは、もしそういったところに

及んだ場合には、厳しく処罰されるというような、規制することでしにくくなる、しなく

なるという方法もあるかと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ３項目めにも入っており

ますが、経済的な問題から不正を働く可能性があると、この点についてはどうでしょう。

これが３つ目の問題です。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 次に行きます。 

 モチベーションが下がる。 

 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 やはりこれに関しては、やっぱり全体にもう絡んでくることなので、も

う個別でちょっと挙げていくのも出尽くしているのかなという気はしています。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） この進め方についての御

意見だと思いますが、それでは皆さんに確認しますよ。あと、まあよく似ていますけど、

前後してもよろしいですので、１つずつやっていきます。モチベーションが下がるという

こと、これ、いいですか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 次に行きます。 

 多様な人が議員になるチャンスが減る。 
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（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） これも次に行きますね。 

 意見を反映させたり、チェックする議会の力が落ちる可能性がある。この辺はどうでし

ょう。ちょっと観点が違いますよ、今までと。どうでしょう。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 資金力がないと議員にな

りにくくなる。よろしいですか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それではこの７項目ひっ

くるめて、同じような内容が重なっておりますので、ちょっと視点が違う、見方が違うと

いうだけで同じようなことが重なっていますので、ひっくるめてありませんか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ないというふうに認めま

す。 

 以上で、定数や報酬を増、それから現状維持、減した場合のデメリットの解消方法につ

いて協議を終わります。 

 続いて、議題３、その他に入ります。 

 この際、委員より何かありますか。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 今後の、もうタイトなスケジュールですので、議会報告会の基調講演の

後、どういうふうに進めていくかというのは、その辺はどういうふうに考えていくのか。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） わかりました。 

 議会報告会の役割だとか、進行状況、その辺の問題についてはこれを閉じてから、きょ

うのデメリットの解消を閉じてから協議会を持ちまして確認をしたいというふうに思いま

すので、早川委員、よろしいですか、それで。 

（異議なしの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかにありませんか。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 今、せっかく定数についても、報酬についてもそれぞれデメリットの

解消方法が、実際やるやらないかは別として、考えられる可能性のあるものをみんなで今

出し合ったわけですけれども、それを豊明市議会として、今後、定数、報酬をどうするか

というその数字を決めていく中で、これを生かさないといけないもんですから、今デメリ



- 18 - 

ットの解消法としては出たけれども、現実的に豊明市議会として取り組めるのか、取り組

むのか、そういったことについての協議する場がどこかで必要ではないかというふうに思

っていますので、きょうでなくてもいいですが、どこかでまたお願いできればと、私はお

願いします。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 今、山盛委員のほうから

この委員会の中でそういう提案がございましたが、どのように取り計らいますか。 

 だから、考えられるのは、そういうもう少しこれを実際自分の意見として、きょう出た

のをちょっと形式的な面があるので、自分の意見として深める場を持とうということ、そ

れが１点。 

 それから、もう一つは、これから12月の最終の定数と報酬の議会での報告会に向けて進

んでいくわけですが、その中でそういう機会があれば行うという、その辺の程度になると

思いますが、いかがですか。何か御意見ありますか。 

 富永委員。 

○富永秀一委員 とりあえず、現在の内部でもう１回やるというよりは、やっぱり報告会

のときの専門家の話も聞いた上で、また参加された市民からの御意見も伺った上でさらに

話し合っていったほうがいいかなというふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 話し合って……。 

○富永秀一委員 最終的な結論に結びつけると。だから、18日以降。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） そうすると、富永委員、

それは議会報告会のときの講演会等も聞いて、その後持つということですか、それは。持

つか持たんかはクエスチョン。 

○富永秀一委員 だから具体的な、最終的な結論を出す前に、もう一度そういうものも全

部ひっくるめて話し合う場を持つという。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それはあるわね。 

 山盛委員。 

○山盛さちえ委員 デメリットの解消も含めて話し合う場をつくるという提案については

同じなんですが、その時期については、11月18日の講演会を聞いた後、12月議会に上程す

るとなると、日にち的にはかなり厳しいというふうに思います。今、９月の末なので、10

月、それから11月の前半、期間がありますので、やはりその前にどこかでやっぱり話し合

っておいたほうが私はよいのかなと。もう少し煮詰めておいて、今出されたデメリットに

対して、いやこれは一般的にはそういう解決方法はあるけれども、豊明市議会としては難

しいのではないかと。あるいは、これは取り組める可能性があるのではないかというよう
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なことをもう少し絞った上で次に臨んでいき、勉強会の後に最終結論を出すためのさらな

る議論をするという、そういった進め方をやっぱりしていかないと、多分議論不足で何か

数字ありきで動いていってしまうような気がするので、できれば講演会前にお願いできた

らと思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 今、両者の２つの意見が出ているんですけど、もし山盛委員の意見を尊

重するのであれば、１回ぐらい協議会でも開いて委員間討議をするとか、実際、本当に腹

の中どういうふうに思っているのか、どういうふうにしていったらいいのかというものを

吐き出す機会も設けてもいいのかなというふうに思います。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 今、鵜飼委員のほうから

協議会という話が出ましたが、また委員会で持つとなると意味が違ってきますので、じゃ、

ここで、委員会として山盛委員のほうからあった内容で委員会を持つか持たないかという

ことでここで……。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 山盛委員にもう一度確認

しますが、協議会でもいいですか。 

○山盛さちえ委員 別に私は……。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、きょう今まで

の勉強したことなので、やっぱりずっと積み上がってはきておると思いますが、このデメ

リットの解消法ということをきょう受けて、もう一回会を持つかどうか。これは委員会な

り協議会、ちょっと未定ですが、持つかどうかということで聞きます。 

 後藤委員。 

○後藤 学委員 協議会でも委員会でもいいんですけど、重要な議論なので、私はオープ

ンでやるべきだと、公開でやるべきだというふうに思います。協議会ならオープンにしな

いとか、委員会ならオープンにするとかということではなくて。 

○村山金敏委員 それでは、私の方から１つ。 

 やっぱり委員会ですと、委員諸氏それぞれの腹の内といったら申しわけないですけど、

本音で話すこともできない部分もありますもんで、私は協議会でよろしいかなと思います

けど。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） その場合に、後藤委員の

ほうから協議会、オープンにしたらという問題は、それ、今までの流れの中では協議会を

オープンにできないね。 
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 それでは皆さん、やるかやらんかを皆さんに問うていいですか。 

 ふじえ委員。 

○ふじえ真理子委員 確認したいんですが、講演会が終わった後の12月議会上程まで、先

ほど山盛委員がタイトなという御意見があったんですが、その後はなしというふうなんで

すか。 

（発言する者あり） 

○ふじえ真理子委員 講演会の前と後でやるかどうかを今から。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 今、委員会ですので。 

（私ごとです。私ごとでの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ありますか、意見。ない。 

○ふじえ真理子委員 いいです。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、委員会にする

か協議会にするかはさて置いて、会を持つか持たないか聞きますね。 

 持ったほうがいいという人。 

（前なのの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） いや、時期まだわからん。 

 時期なしで。今、時期は聞いていません。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、今の採決の仕

方、ちょっと一遍。徹底しておりませんでしたので、もう一度、後藤委員の主張を言って

ください。 

（発言する者あり） 

○後藤 学委員 それは後でいいので、まず、やるかやらないか。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、やるかやらな

いかだけ確認しますね。 

（講演会の前にするかしないかの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 講演会の前にやったほう

がいいという方。 

（賛成者挙手） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 多数ですので、行うこと

にします。 
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 そして、協議会でやるか、委員会でやるかということについて、じゃ、ここで決めさせ

ていただきますが、よろしいですか。 

 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 きょうも委員会という形でやっているんですけど、残念ながら、協議会

のときよりかは発言が少ないのかなというふうに私個人的には思っておりますので、私は

協議会での開催を願っています。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ほかにありませんか。 

（進行の声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、協議会という

ことで御異議ありませんか。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） だから、協議会はやると

いうことだったから、やるということは決定しましたので、次は、委員会か協議会。それ

で今、私が聞きましたら、協議会という意見しか出ませんでしたので。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 近藤郁子委員。 

○近藤郁子委員 今、委員会、協議会の違いというのは、委員会はオープン、協議会はオ

ープンでなくという意味合いでとっていいですか。 

（議事録はないのの声あり） 

○近藤郁子委員 議事録の関係ももちろんありますし。その辺の区別をはっきりして決を

とっていただきたい。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） この特別委員会について

は、委員会はオープン、協議会はクローズ、オープンではありません。そういうことにな

っていますので、ここで協議会をオープンにするということについて、どういう意思決定

というか、手続が必要かということは……。 

（その流れを踏襲すればいいんですよの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） ちょっと私はわかりませ

ん。 

 だから、協議会か委員会かをここで採決をとろうと思いまして、先ほど協議会という意

見しか出ませんでしたので、私は協議会でいいですかというふうにお聞きした。そしたら、

皆さんそこで挙手が多かったという、こういう流れですが。 

 もう一度、それじゃ、お願いします。 
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 鵜飼委員。 

○鵜飼貞雄委員 じゃ、話がちょっと難しくなるので簡単にすると、もう今までの委員会

と協議会の流れは踏襲するという形で、協議会であればクローズ、委員会であればオープ

ンということで決をとっていただいたらどうでしょうか。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 当然それはそういう前提

であると思いますよ。それで、そうしたらやるということは決まりましたので、鵜飼委員

にもう一度聞きます。鵜飼委員は委員会か協議会か、もう一度お願いします。 

（協議会と今言ったがの声あり） 

○鵜飼貞雄委員 協議会でオープンにするのかという話もありましたけども、物事を簡略

化するために、今までの協議会、委員会の流れは踏襲する形で、協議会であればクローズ、

委員会であればオープン、それで決をとっていただいたらどうでしょうか。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） だから、僕が言ったのは、

鵜飼さんの意見はどうですかと聞いたの。 

○鵜飼貞雄委員 だから、協議会と言ったんです。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） わかりました。 

 鵜飼委員のほうからは、協議会で、従来の方法で行いたいという、そういう意見が出ま

したが、ほかにありませんか。 

○後藤 学委員 それじゃあ、今、これまでどおりオープンの委員会かクローズドの協議

会かどっちかで決をとったらどうですかという提案だよね。だから、それでいいかどうか

聞いて、それでよければ採決をとればいいじゃないですか。 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 皆さん、従来のやり方を

踏襲して、協議会でいいか、それとも委員会でいいか、これしかないじゃないですか、従

来の方法は。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、従来の踏襲で、

協議会はクローズ、それから委員会はオープン、そういうことで挙手をとりますが、よろ

しいですか。 

（異議なしの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それで、鵜飼委員は協議

会を持ちたいと。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それでは、鵜飼委員の言
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うようでよろしいですか。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 次は、それではこれを深

めることについて、協議会にするか委員会にするか、御意見をいただきます。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） もうええ。じゃ、順番は

協議会から行こうか。 

（委員会からの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） それじゃ、委員会を持ち

たいという方、挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 協議会を行いたいという

方。 

（発言する者あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） いいよ、待て待て。もう

一回きちっととりたい。両方に手を挙げない人おるかもしれんから。 

 協議会を持ちたいという人。 

（賛成者挙手） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 多数です。 

 それでは、協議会を持ちます。 

 時期があるか、もう一つ。 

（日にちの声あり） 

○豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員長（杉浦光男議員） 日にち。 

 それでは、ここで一遍、いつ持つかという協議会の内容については、これを閉じてから

ということにしますので、きょうの委員会はここまでというふうにします。 

 以上をもちまして、豊明市議会議員定数・報酬検討特別委員会を閉会とします。 

午後３時５分閉会 

 

 

 

 


